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午前１０時開会 

○川又照雄議長 おはようございます。 

 ご報告いたします。 

 ただいま出席議員は１８名であります。 

 よって，定足数に達しております。 

 これより令和３年第３回常陸太田市議会定例会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

            ─────────────────── 

 会議録署名議員の指名 

○川又照雄議長 会議録署名議員の指名をいたします。 

 会議録署名議員には，会議規則第８８条の規定により 

     ２番   小 室 信 隆 議 員    １３番   茅 根   猛 議 員 

の両名を指名いたします。 

            ─────────────────── 

 諸般の報告 

○川又照雄議長 諸般の報告を行います。 

 初めに，「地方自治法」第２３３条第５項の規定により，令和２年度常陸太田市一般会計及び

特別会計決算に係る主要な施策の成果報告書が別紙のとおり提出されておりますので，ご報告い

たします。 

 次に，監査委員から，令和３年６月，７月及び８月の例月現金出納検査の結果について，報告

書が別紙写しのとおり提出されておりますので，ご報告いたします。また，同じく監査委員から，

令和３年度財政援助団体監査報告書が提出されておりますので，ご報告いたします。 

 次に，「地方自治法」第２４３条の３第２項の規定により，一般財団法人里美ふるさと振興公

社，株式会社水府振興公社並びに常陸太田産業振興株式会社のそれぞれの経営状況を説明する書

類がお手元に配付いたしてありますとおり提出されておりますので，ご報告いたします。 

 以上で諸般の報告を終わります。 

 次に，「地方自治法」第１２１条の規定により，提出案件説明のため，次の者を議場に出席す

るよう要求いたしましたので，ご報告いたします。 

 市    長  宮 田 達 夫 君    教 育 長  石 川 八千代 君 
 
 政策推進室理事兼 
         加 瀬 智 明 君    総 務 部 長  綿 引 誠 二 君 
 ワクチン接種推進室長 
 

 企 画 部 長  岡 部 光 洋 君    市民生活部長  磯 野 初 郎 君 

 保健福祉部長  柴 田 道 彰 君    農 政 部 長  根 本 勝 則 君 

 商工観光部長  中 野  亘  君    建 設 部 長  古 内   宏 君 

 会 計 管 理 者  柴 田 雅 美 君    上下水道部長  畠 山 卓 也 君 

 消 防 長  大 関 正 幸 君    教 育 部 長  武 藤 範 幸 君 
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 農業委員会事務局長  榊   一 行 君    秘 書 課 長  岡 田 和 也 君 

 総 務 課 長  髙 木 道 安 君    監 査 委 員  江 幡   治 君 

 以上，１８名でございます。 

            ─────────────────── 

 市長挨拶 

○川又照雄議長 この際，市長より招集のご挨拶を願います。市長。 

〔宮田達夫市長 登壇〕 

○宮田達夫市長 おはようございます。全国的に猛威を振るいますコロナ禍の中ではございます

が，令和３年第３回常陸太田市議会定例会を招集いたしましたところ，議員各位におかれまして

は，ご参集を賜りまして心からお礼を申し上げます。日頃から議員の皆様には，市政の進展と円

滑なる運営のために格別なるご高配を賜り，深く感謝を申し上げる次第でございます。 

 ７月に発生をいたしました静岡県熱海市における豪雨による土砂災害で，多くの尊い命が失わ

れました。また，８月の停滞前線の影響による大雨によりまして，西日本から東日本の各地で河

川の氾濫や浸水など甚大な被害が発生いたしました。亡くなられた方々のご冥福をお祈りいたし

ますとともに，被災されました皆様に心からお見舞いを申し上げ，被災地の一日も早い復旧・復

興がなされ，元の生活に戻られますことをご祈念申し上げます。 

 当市におきましても，これからの台風シーズンや局地的な大雨などに備え，自主防災会や要介

護者利用施設等と連携をしながら，市民の皆様の安全・安心を第一に，迅速かつ適切な非難行動

につながるよう緊張感を持って対応をしてまいります。 

 初めに，新型コロナウイルス感染症でございますが，８月以降，全国的に新規感染者が急増し，

１日当たり２万人を超える感染者が確認されてきております。政府はこうした状況を踏まえ，こ

れまでに茨城県を含む２１都道府県に対し，９月１２日までの期間，緊急事態宣言を発令してい

るところでございます。 

 茨城県におきましても，８月の感染者数が最多を更新するなど感染拡大に歯止めがかからない

状況から，国の緊急事態宣言に合わせ，県独自の非常事態宣言を発令し，県民が一丸となった行

動抑制について県民の皆様に最大限の協力依頼をしているところでございます。 

 本市におきましても，この間，１万人当たりの感染者数が1.５人を超える週が出るなど，依然

として感染者が増加傾向にございます。こうしましたことから，茨城県大規模接種会場でのワク

チン接種枠の確保をはじめ，市民の皆様へのさらなる感染症対策への徹底，不要不急の外出の自

粛，お盆時期の帰省等の自粛について呼びかけを行いますとともに，公共施設等の休館や利用中

止，市民の不安と感染拡大を抑えるためのＰＣＲ検査等の対応を講じてきたところでございます。

市民の皆様には大変ご不便をおかけしている中ではございますが，医療現場の逼迫を招かぬよう，

市民一人ひとりの行動が大変重要になってまいりますので，引き続き感染防止対策へのご理解，

ご協力をお願い申し上げる次第でございます。 

 なお，この間，市といたしましても感染の早期終息に向け，感染者の情報，特にクラスター発

生につながる情報等について，情報の共有，連携を図っていただくよう，茨城県に要望をしたと
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ころでございます。 

 今後も事態の推移を注視し，感染拡大防止のための注意喚起等を行いますとともに，市民への

ワクチン接種につきまして一日も早い接種完了を目指し，国，県，医師会など関係機関と緊密に

連携を図りながら，市民の皆様の大切な命と健康を守るため，迅速かつ適切に必要な措置を講じ

てまいります。 

 次に，６月に予算化をさせていただきました新型コロナウイルス感染症対策関連事業の進捗状

況についてでございます。 

 まず，低所得の子育て世帯生活支援特別給付金のひとり親世帯以外への支給状況でございます

が，これまでに支給対象者３７１世帯のうち１３８世帯への支給を行っております。また，国の

特別給付金に２万円を上乗せいたします市独自の給付金事業につきましては，これまでに支給対

象者６３６世帯のうち３９８世帯への支給を行っております。 

 食事券の配布につきましては，市内７９店舗の協力をいただきながら実施をしているところで

すが，現時点で支給対象者６３６世帯のうち２５９世帯から申込みがあり，順次発送をしており

ます。 

 市内の事業者に対します営業時間短縮要請事業者への支援金につきましては，これまでに３０

件の申請がございました。これらの各種支援策につきましては，引き続き，市民の皆様，事業者

の皆様への周知を図りながら，速やかな手続き，支援等に努めてまいります。 

 プレミアム付き商品券につきましては，今年度は発行総額の増額や１冊当たりの販売額の単価

を下げるなど，幅広い市民にご利用いただけるよう見直しを行ったところでございます。８月末

現在で約３万5,０００冊の申込みがございました。コロナ禍において地域経済を回復軌道に戻す

ため，感染状況を勘案しながら落ち込んだ消費を押し上げてまいりたいと考えております。 

 次に，夏休み明けの小・中学校の授業につきましては，感染拡大防止の観点から，９月１日か

ら１２日までを臨時休業とし，この間，児童生徒にはリモートによりますオンライン学習を含め

ました自宅学習としたところでございます。また，幼稚園につきましても，小・中学校と同様に

臨時休業といたしました。 

 続きまして，令和２年度普通会計決算の概要につきまして，ご報告をさせていただきます。 

 令和２年度決算の実質収支につきましては１３億円余の黒字，単年度の収支におきましても約

２億円の黒字となったところでございます。 

 また，財政調整基金からの取崩しを行わなかったことから，実質単年度収支につきましても７

億5,０００万円余の黒字に，積立金の残高につきましては前年度比約８億円増の１７２億3,３０

０万円となったところでございます。 

 市債の残高は，前年度比約8,０００万円減の約１８３億円，全会計では，前年度比５億1,１０

０万円減の３１９億6,８００万円となっております。 

 なお，健全化判断比率等につきましては，引き続き将来負担比率は発生しておらず，各比率と

も良好な状況にございます。 

 次に，本定例会に提案をさせていただきます案件でございますが，令和２年度決算に基づきま
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す財政関係報告が２件，法律の改正に伴う関係条例の整理１件，条例の一部改正２件，過疎地域

持続的発展計画１件，令和２年度歳入歳出決算認定８件，令和３年度補正予算４件，合わせまし

て１８件でございます。 

 このうち，一般会計補正予算につきましては，コロナウイルス感染症対策に係る補正予算とい

たしまして，子育て世帯向け事業，事業者向け支援事業，指定管理者運営支援事業及びワクチン

接種体制の整備に係る費用を計上しております。 

 また，議会最終日に市内事業者に対します市独自の支援策に係る補正予算等を，また，人事案

件３件を追加提案する予定でございます。 

 各議案の提案理由につきましては，議題となりましたときに，それぞれ担当部長よりご説明を

させていただきます。議員の皆様には慎重なるご審議の上，適切なご議決を賜りますようお願い

を申し上げまして，開会に当たりましての挨拶といたします。 

            ─────────────────── 

○川又照雄議長 本日の議事日程は，お手元に配付いたしました議事日程表のとおりといたしま

す。 

            ─────────────────── 

 日程第１ 会期の決定 

○川又照雄議長 日程第１，会期の決定を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 今期定例会の会期は，お手元に配付いたしました会期予定表のとおり，本日から９月２２日ま

で２０日間といたしたいと思いますが，これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○川又照雄議長 ご異議なしと認めます。 

 よって，会期は本日から９月２２日まで２０日間と決定いたしました。 

            ─────────────────── 

 日程第２ 報告第８号ないし報告第９号 

○川又照雄議長 次，日程第２，報告第８号令和２年度決算に基づく健全化判断比率の報告につ

いて，報告第９号令和２年度決算に基づく資金不足比率の報告について，以上２件を一括議題と

いたします。 

 報告案件の説明を求めます。総務部長。 

〔綿引誠二総務部長 登壇〕 

○綿引誠二総務部長 提案者に代わりまして，ご説明いたします。 

 議案書の１ページをお開き願います。 

 報告第８号は，令和２年度決算に基づく健全化判断比率の報告についてでございます。「地方

公共団体の財政の健全化に関する法律」第３条第１項の規定により，令和２年度決算に基づき算

定した健全化判断比率を監査員の意見を付して下記のとおり報告するものでございます。 

 中段の表，令和２年度決算に基づく健全化比率をご覧願います。 
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 １の実質赤字比率でございますが，一般会計における実質赤字額の標準財政規模に対する比率

でございます。令和２年度の一般会計における実質収支は黒字で決算しておりますので，比率は

発生しておりません。 

 次に，２の連結実質赤字比率でございますが，一般会計に加え，公営企業会計など，全ての会

計における実質収支の赤字額または資金不足額の標準財政規模に対する比率でございます。こち

らにつきましても，全ての会計において黒字で決算しておりますので，比率は発生しておりませ

ん。 

 続きまして，３の実質公債費比率でございますが，公営企業会計などにおける地方債の返済額

のうち，一般会計が負担すべき返済額を含めた全ての一般会計が負担する地方債の返済額の標準

財政規模に対する比率でございます。比率は記載のとおり2.０％となっており，市の財政運営に

国の関与を受けることとなる早期健全化基準の２５％を大きく下回っております。 

 最後に，４の将来負担比率でございますが，一般会計が将来負担することとなる地方債の返済

額などの標準財政規模に対する比率でございます。こちらにつきましては，基金などの充当可能

な財源の合計額が将来負担することになる地方債の返済額などを上回っておりますことから，比

率は発生しておりません。 

 なお，２ページから５ページに監査委員の意見書を，また，参考といたしましてＡ３横長の資

料，健全化判断比率算出シートを別途お配りさせていただきましたので，併せまして後ほどご覧

置き願います。 

 報告第８号は以上でございます。 

 続きまして，議案書の６ページをお開き願います。 

 報告第９号は，令和２年度決算に基づく資金不足比率の報告についてでございます。「地方公

共団体の財政の健全化に関する法律」第２２条第１項の規定により，令和２年度決算に基づき算

定した資金不足比率を監査委員の意見を付して下記のとおり報告するものでございます。 

 中段の表，令和２年度決算に基づく資金不足比率をご覧願います。 

 資金不足比率でございますが，各公営企業の資金不足額が料金収入などの事業規模に対してど

の程度になっているかを表す比率でございます。資金不足額は一般会計における実質赤字額に相

当するものでございますが，記載の全ての公営企業会計において黒字決算であるため，比率は発

生しておりません。 

 ７ページから８ページにかけまして，監査委員の意見書を付してございますので，後ほどご覧

置き願います。 

 報告第９号は以上でございます。 

 報告案件に係る私からの説明は以上でございます。 

○川又照雄議長 説明は終わりました。 

            ─────────────────── 

 日程第３ 議案第３９号ないし議案第４２号 

○川又照雄議長 次，日程第３，議案第３９号過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法
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の施行に伴う関係条例の整理について，議案第４０号常陸太田市家庭的保育事業等の設備及び運

営に関する基準を定める条例の一部改正について，議案第４１号常陸太田市特定教育・保育施設

及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正について，議案第４２号常

陸太田市過疎地域持続的発展計画について，以上４件を一括議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。総務部長。 

〔綿引誠二総務部長 登壇〕 

○綿引誠二総務部長 提案者に代わりましてご説明いたします。 

 議案書の９ページをお開き願います。 

 議案第３９号は，過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法の施行に伴う関係条例の整

理についてでございます。 

 提案理由でございますが，「過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法」が，本年３月

３１日に公布され，同年４月１日から施行されたことに伴い，関係条例の整理を行うものでござ

います。 

 今回の改正でございますが，過疎地域について規定しております同法が改正されたことに伴い，

その規定を引用する２つの市の条例を一括して改正するものでございます。 

 内容につきましては，新旧対照表によりご説明いたします。 

 恐れ入りますが，１１ページをお開き願います。 

 初めに，常陸太田市固定資産税の課税免除に関する条例の一部改正でございます。 

 右側，現行の欄，第２条第３号中，「過疎地域自立促進特別措置法（平成１２年法律第１５号）」

を，左側，改正案のとおり，「過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法（令和３年法律

第１９号）」に改めるものでございます。 

 １２ページをお開き願います。 

 続きまして，常陸太田市宅地開発事業の適正化に関する条例の一部改正でございます。 

 右側，現行の欄，第３条第２号中，「過疎地域自立促進特別措置法（平成１２年法律第１５号）」

を，左側，改正案のとおり，「過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法（令和３年法律

第１９号）」に改めるものでございます。 

 恐れ入りますが，１０ページにお戻り願います。 

 附則でございますが，本条例は公布の日から施行するものでございます。 

 議案第３９号は以上でございます。 

 続きまして，議案書の１３ページをお開き願います。 

 議案第４０号は，常陸太田市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一

部改正についてでございます。 

 提案理由でございますが，「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に

基づく指定障害福祉サービスの事業等の人員，設備及び運営に関する基準等の一部を改正する省

令」が本年３月２３日に公布され，その一部が同年７月１日から施行されたこと及び所要の整理

を行うことに伴い，本条例の一部改正を行うものでございます。 
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 なお，この所要の整理につきましては，過去に出されました省令において各種基準等の緩和措

置が図られておりましたが，当市条例に反映していなかったため，今後の当該保育事業への新規

参入に備え，今回併せて改正を行うものでございます。 

 改正内容につきましては，多岐にわたりますことから，お手元に配付いたしましたＡ３横長の

資料，令和３年第３回市議会定例会議案第４０号資料，常陸太田市家庭的保育事業等の設備及び

運営に関する基準を定める条例の一部改正の概要についてによりご説明申し上げます。 

 初めに，これまでに出されました省令についてご説明いたします。 

 資料の左側，１の改正に係る省令一覧をご覧願います。 

 １段目の平成２７年厚生労働省令第６３号につきましては，主な改正点といたしまして，小規

模保育事業所，事業所内保育事業所の保育士数の算定に係る緩和について改正がされまして，今

回の条例改正では，改正する条項欄に記載のとおり，第２９条第３項，第３１条第３項，第４４

条第３項，第４７条第３項の４つの条項を改正いたします。 

 次に，平成２８年厚生労働省令第２２号につきましては，主な改正点といたしまして，小規模

保育事業所，事業所内保育事業所の職員の配置に関する緩和について改正が行われまして，今回

の条例改正では，附則第７項から第１０項までを改正いたします。 

 次に，平成３０年厚生労働省令第６５号につきましては，主な改正点といたしまして，代替保

育の提供先の緩和，及び食事の外部搬入先の拡大，並びに自園調理に関する規定の適用を猶予す

る経過措置期間の延長などについて改正が行われまして，今回の条例改正では，第６条第２項及

び第３項，第１６条第２項，附則第３項をそれぞれ改正いたします。 

 次に，平成３１年厚生労働省令第４９号につきましては，主な改正点といたしまして，卒園後

の受皿となる連携施設の確保義務の緩和及び連携施設の確保を猶予する経過措置期間の延長など

について改正が行われまして，今回の条例改正では，第６条第４項及び第５項，第４５条第２項，

附則第４項を改正いたします。 

 次に，令和２年厚生労働省令第４０号につきましては，主な改正点といたしまして，卒園後の

受皿となる連携施設の確保義務の緩和及び居宅訪問型保育事業における事業対象範囲の拡大など

について改正が行われまして，今回の改正では，第６条第４項，第３７条第４項を改正いたしま

す。 

 最後に，令和３年厚生労働省令第５５号につきましては，提案理由で申し上げましたとおり本

年７月から施行されたものでございますが，主な改正点といたしましては，諸記録の作成・保存

等に関する基準の緩和について改正が行われまして，今回の条例改正では，第４９条を追加いた

します。 

 なお，これら６つの省令の改正につきましては，待機児童の解消や保育士などの担い手が不足

している状況を踏まえて制度の緩和が図られたものなどとなってございます。 

 続きまして，今回の条例改正の詳細につきまして，改正する条項ごとにご説明いたします。 

 資料の右側，２の条例改正の内容をご覧願います。 

 初めに，第６条は保育所等との連携について規定しておりまして，第２項及び第３項において



 １８ 

代替保育の提供先の緩和について定めております。 

 この代替保育は，家庭的保育事業所の職員が病気や休暇等により保育を提供することができな

い場合に，代わりに保育を提供するものでございます。 

 今回の改正により，代わりに保育を提供する施設について，表の右側，現行欄に記載の保育所，

認定こども園，幼稚園に加えて，表の左側，改正案のとおり，小規模保育事業所，事業所内保育

事業所を追加するものでございます。 

 また，第４項及び第５項では，卒園後の受皿となる連携施設の確保義務の緩和について改正し

ております。 

 この連携施設とは，児童が満３歳に達し，家庭的保育事業所等を卒園後に受入先となる保育園

等の施設であり，市が受入先を調整できる場合は，事業者が連携施設を確保することを不要とす

るものでございます。 

 続きまして，第１６条は，食事の提供の特例について規定しております。 

 資料に記載はございませんが，児童の食事につきましては，家庭的保育事業者が自園調理によ

り提供することが原則ではありますが，特例として，外部からの搬入を認めております。今回，

食事の外部搬入の容認範囲が拡大されまして，その受託先を表の現行欄に記載の連携施設や同一

関連法人が運営する小規模保育事業所や社会福祉施設などに加えて，表の左側，改正案のとおり，

保育所等から調理業務を受託している事業者を追加するものでございます。 

 続きまして，第２９条及び第３１条は，職員に関する規定でございます。 

 なお，職員に関する規定につきましては，恐れ入りますが，資料の裏面にございます１段目の

第４４条及び第４７条におきましても規定しておりまして，同様の改正となりますことから，併

せてご説明いたします。 

 事業所において保育を行う職員は保育士が原則となりますが，保育士数の算定に認められてお

りました表の右側，現行欄に記載の保健師，看護師に加えて，表の左側，改正案のとおり，准看

護師をそれぞれ追加するものでございます。 

 恐れ入りますが，資料の表面にお戻り願います。 

 最下段の第３７条は，居宅訪問型保育事業について規定しております。 

 今回の改正では，第４項に規定する保育の提供対象範囲を拡大するもので，これまで，当該保

育の提供対象となる乳幼児については，表の右側，現行欄に記載のとおり，母子家庭等の乳幼児

の保護者で夜間等の勤務に従事する場合とされておりましたが，表の左側，改正案のとおり，保

護者の疾病等の身体上・精神上・環境上の理由により養育することが困難な場合を追加するもの

でございます。 

 恐れ入りますが，また資料の裏面をご覧願います。 

 ２段目の第４５条は，保育所型事業所内保育事業に係る連携施設に関する特例について規定し

ております。省令の改正により，卒園後の受皿となる連携施設の確保義務が緩和され，同条に新

たに第２項を追加し，満３歳以上の児童も受け入れている事業者に限り，連携施設の確保をしな

いことができることとするものでございます。 
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 続きまして，第４９条は，電磁的記録の規定を追加するものでございます。 

 本年の省令改正により，行政のデジタル化の推進及び家庭的保育事業者等の業務負担軽減等を

図る観点から，家庭的保育事業者等における書面の帳簿や諸記録等の作成や保存等について，こ

れまでの書面によるものに加えて，電磁的方法であるパソコン等による対応も認めることとする

ものでございます。 

 続きまして，附則第３項及び附則第４項につきましては，いずれも経過措置期間の延長でござ

います。 

 これまでに設けられておりました食事の提供及び連携施設の確保に関するそれぞれの経過措置

について，その期間を５年から１０年に延長するものでございます。 

 次に，附則第７項から附則第１０項までの改正につきましては，職員配置に係る特例でござい

まして，小規模保育事業所Ａ型及び保育所型事業所内保育事業所に配置する保育士数の基準をそ

れぞれ緩和するものでございます。 

 附則第７項においては，保育士数の算定に当たり，職員配置に必要な人数が２人の場合に，１

人は保育士に加えて，保育士と同等の知識及び経験を有するものを配置できることとするもので

ございます。 

 附則第８項においては，保育士数の算定に当たり，幼稚園教諭，小学校教諭，または養護教諭

の普通免許状を有する者を保育士とみなすことができるものとするものでございます。 

 附則第９項においては，８時間を超えて開所するため必要な保育士数の算定に当たり，必要と

なる保育士に加えまして，保育士と同等の知識及び経験を有する者も保育士とみなすことができ

ることとするものでございます。 

 附則第１０項につきましては，附則第８項及び附則第９項の特例を適用する場合も，保育士を

３分の２以上配置しなければならないものとするものでございます。 

 条例改正の詳細につきましては，以上でございます。 

 なお，参考といたしまして，資料の裏面右側に家庭的保育事業等の内容について掲載いたしま

したので，後ほどご覧置き願います。 

 恐れ入りますが，議案書にお戻りいただきまして，１８ページをお開き願います。 

 附則でございますが，本条例は公布の日から施行するものでございます。 

 議案第４０号は以上でございます。 

 続きまして，議案書３０ページをお開き願います。 

 議案第４１号は，常陸太田市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準

を定める条例の一部改正についてでございます。提案理由でございますが，「特定教育・保育施

設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の運営に関する基準及び子ど

も・子育て支援法施行規則の一部を改正する内閣府令」が，本年８月２日に公布され，同日から

施行されたこと及び所要の整理を行うことに伴い，本条例の一部改正を行うものでございます。 

 なお，この所要の整理につきましては，過去に出されました内閣府令において，各種基準等の

緩和措置が図られておりましたが，当市条例に反映していなかったため，議案第４０号と同様に，
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今回，併せて改正を行うものでございます。 

 改正内容につきましては，多岐にわたりますことから，お手元に配付いたしましたＡ３横長の

資料，令和３年第３回市議会定例会議案第４１号資料，常陸太田市特定教育・保育施設及び特定

地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正の概要についてによりご説明申し上

げます。 

 初めに，これまでに出されました内閣府令についてご説明いたします。資料の左側，１の改正

に係る内閣府令一覧をご覧願います。 

 １段目の平成３０年内閣府令第４５号につきましては，「認定こども園法」の改正に伴い，参

照条文の整理を行うもので，今回の条例改正では第１５条第１項を改正いたします。 

 次に，令和元年内閣府令第７号につきましては，主な改正点といたしまして，代替保育の提供

先の緩和及び卒園後の受皿となる連携施設の確保義務の緩和について改正が行われまして，今回

の条例改正では，第４２条の第２項，第３項，第４項，第５項，第８項をそれぞれ改正いたしま

す。 

 次に，令和２年内閣府令第３３号につきましては，主な改正点といたしまして，卒園後の受皿

となる連携施設の確保義務の緩和について改正が行われまして，今回の条例改正では，第４２条

第４項を改正いたします。 

 最後に，令和３年内閣府令第５３号につきましては，提案理由で申し上げましたとおり，本年

８月から施行されたものでございますが，主な改正点といたしまして，諸記録の作成・保存等に

関する基準の緩和について改正が行われまして，今回の条例改正では，第５３条を追加いたしま

す。 

 なお，これら４つの内閣府令の改正につきましても，待機児童の解消や保育士などの担い手が

不足している状況を踏まえて，制度の緩和が図られたものなどとなってございます。 

 続きまして，今回の条例改正の詳細につきまして，改正する条項ごとにご説明いたします。 

 資料の右側，２の条例改正の内容をご覧願います。 

 初めに，第１５条は，特定教育・保育の取扱方針について規定しておりますが，同条第１項第

２号において規定する認定こども園の定義について，「認定こども園法」の改正により，参照条

文を整理するものでございます。 

 続きまして，第４２条は，特定教育・保育施設等の連携について規定しておりまして，第２項

及び第３項において，代替保育の提供先の緩和について定めております。今回の改正により，代

わりに保育を提供する施設について，表の右側，現行欄に記載の保育所，認定こども園，幼稚園

に加えまして，表の左側，改正案のとおり，小規模保育事業所，事業所内保育事業所を追加する

ものでございます。 

 また，第４項及び第５項では，卒園後の受皿となる連携施設の確保義務の緩和について規定し

ております。児童が満３歳に達し，特定地域型保育事業所を卒園後に，市が教育・保育先を調整

できる場合は，事業者が連携施設の確保を不要とするものでございます。 

 また，第８項につきましても，卒園後の受皿となる連携施設の確保義務の緩和について規定し
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ておりまして，保育所型事業所内保育事業者のうち，満３歳以上の児童も受け入れている事業者

に限り，連携施設の確保を不要とするものでございます。 

 最後に，第５３条は，電磁的記録等の規定を追加するものでございます。 

 本年の内閣府令改正により，行政のデジタル化の推進及び家庭的保育事業者等の業務負担軽減

等を図る観点から，家庭的保育事業者等における書面の帳簿や諸記録等の作成や保存等について，

これまでの書面によるものに加えて，電磁的方法であるパソコン等による対応も認めることとす

るものでございます。 

 条例改正の詳細につきましては，以上でございます。 

 なお，参考といたしまして，資料の下段に用語の定義を記載しておりますので，後ほど，ご覧

置き願います。 

 恐れ入りますが，議案書にお戻りいただきまして，３５ページをお開き願います。 

 附則でございますが，本条例は公布の日から施行するものでございます。 

 議案第４１号は以上でございます。 

 続きまして，議案書４７ページをお開き願います。 

 議案第４２号は，常陸太田市過疎地域持続的発展計画についてでございます。 

 提案理由ですが，今年度から令和７年度までの５年間における過疎地域の持続的発展を図るた

め，常陸太田市過疎地域持続的発展計画を定めるものでございます。 

 この計画は，本年４月に施行されました「過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法」

第８条第１項の規定に基づき，策定するものでございます。 

 策定に係る経過について申し上げますと，まず，庁内におきまして本計画案を取りまとめまし

て，本年７月２１日開催の市議会全員協議会におきまして，議員の皆様へ計画案をご説明させて

いただいた後，市民から広く意見等をいただくため，同日から８月３日までの１４日間，パブリ

ックコメントを実施したところでございます。なお，このパブリックコメントにおきましては，

要望等のご意見はございましたが，当初に作りました計画案からの変更はございませんでした。 

 それでは，本計画案の主な内容について，ご説明いたします。 

 ４９ページをお開き願います。 

 初めに，計画策定の趣旨でございます。 

 本市におきましては，平成１６年１２月１日の市町村合併後も，「過疎地域自立促進特別措置

法」の規定により，旧金砂郷町，旧水府村，旧里美村の地域が引き続き過疎地域とみなされまし

たことから，過疎地域自立促進計画を策定し，過疎地域の生活基盤や情報基盤の整備，医療の確

保，地域資源を活かした産業の振興などを推進してきたところでございます。 

 本計画は，本年４月に「過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法」が施行されたこと

により，同法第８条第１項の規定に基づき策定するものでございます。 

 次に，対象地域につきましては，引き続き旧水府村，旧里美村の地域が対象となっております。

なお，旧金砂郷町につきましては，人口要件などの変更により過疎地域から除外されることとな

りましたが，６年間の経過措置期間が設けられましたことから，本計画においても記載してござ
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います。 

 恐れ入りますが，大きく飛びまして６４ページをお開き願います。６４ページでございます。 

 「過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法」第８条第２項の規定により，過疎計画に

おいて定めることとされております持続的発展の基本方針でございます。 

 現在の計画に基づき実施してまいりました過疎対策の取組状況やそれぞれの地域の課題などを

踏まえまして，これらの諸課題に適切に対応しつつ，過疎地域の持続可能な社会構造の形成と地

域資源等を生かした地域活力のさらなる向上を図るため，次のとおり各事業を推進することとし

ております。 

 １点目は，移住・定住・地域間交流の促進，人材育成について，２点目は，産業の振興につい

て，３点目は，地域における情報化について，４点目は，交通施設の整備，交通手段の確保につ

いて，５点目は，生活環境の整備について，６点目は，子育て環境の確保，高齢者等の保健及び

福祉の向上及び増進について，７点目は，医療の確保について，８点目は，教育の振興について，

９点目は，集落の整備について，１０点目は，地域文化の振興等について，最後に１１点目とし

まして，再生可能エネルギーの利用の推進についてでございます。なお，６８ページから１０１

ページにかけまして，ただいま申し上げました各事業ごとの現況と問題点及びその対策並びに実

施予定の事業内容について，それぞれ記載してございます。 

 さらに，１０２ページから１０６ページにかけましては，過疎対策事業債が充当可能となるソ

フト事業について，過疎地域持続的発展特別事業として一覧表にまとめて記載しておりますので，

大変恐れ入りますが，併せまして後ほどお読み取りいただきますようお願いいたします。 

 最後になりますが，本計画策定後に発生いたしました新たな課題や施策などにつきましては，

施策の緊急性などを十分に検討いたしまして，その都度，計画変更等により対応してまいりたい

と考えております。 

 議案第４２号につきましては，以上でございます。 

 提出議案に係る私からの説明は以上でございます。ご審議のほど，よろしくお願い申し上げま

す。 

○川又照雄議長 説明は終わりました。 

            ─────────────────── 

 日程第４ 議案第４３号ないし議案第５０号 

○川又照雄議長 次，日程第４，議案第４３号令和２年度常陸太田市一般会計歳入歳出決算認定

について，議案第４４号令和２年度常陸太田市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について，

議案第４５号令和２年度常陸太田市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について，議案第

４６号令和２年度常陸太田市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について，議案第４７号令和２

年度常陸太田市水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について，議案第４８号令和２年度常

陸太田市工業用水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について，議案第４９号令和２年度常

陸太田市簡易水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について，議案第５０号令和２年度常陸

太田市下水道事業等会計剰余金の処分及び決算の認定について，以上８件を一括議題といたしま
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す。 

 提案理由の説明を求めます。会計管理者。 

〔柴田雅美会計管理者 登壇〕 

○柴田雅美会計管理者 議案第４３号から議案第４６号の令和２年度常陸太田市一般会計並びに

特別会計の歳入歳出決算につきまして，提案者に代わりご説明申し上げます。 

 決算書１ページをお開き願います。 

 議案第４３号から議案第４６号令和２年度常陸太田市一般会計並びに特別会計歳入歳出決算認

定について，「地方自治法」第２３３条第３項の規定により，令和２年度常陸太田市一般会計並

びに特別会計歳入歳出決算を監査委員の意見を添えて議会の認定に付する。令和３年９月３日提

出，市長名でございます。 

 ４ページ，右側をお開き願います。 

 初めに，議案第４３号令和２年度常陸太田市一般会計歳入歳出決算についてご説明申し上げま

す。 

 ５ページをお開き願います。 

 歳入決算額は３３１億9,６０９万4,６８９円で，予算額に対します収入率は９5.４％でござい

ます。歳出決算額は３１６億8,８４６万８１２円で，予算額に対します執行率は９1.１％でござ

います。歳入歳出差引残額は１５億７６３万3,８７７円。内訳を申し上げますと，１３億1,０７

１万5,８７７円が翌年度への繰越額，１億9,６３４万2,０００円が繰越明許費の一般財源分，５

７万6,０００円が事故繰越しの一般財源分でございます。 

 説明欄をご覧ください。 

 歳入ですが，歳入予算額は３４７億8,０７６万9,１６６円，調定額は３３３億9,９１８万6,１

９０円，予算額に対します調定率は９6.０％でございます。収入済歳入額は，歳入決算額と同額

でございます。不納欠損額の６７０万1,７１２円は，主に，「地方税法」の規定に基づき，該当

する市税滞納分を欠損処分した金額でございます。また，収入未済歳入額１億9,６３８万9,７８

９円の主なものは，市税，諸収入等の未納分でございます。 

 次に，歳出でございますが，歳出予算額は歳入予算額と同額，支出済歳出額は歳出決算額と同

額でございます。繰越明許費は１８億8,３６０万7,１７４円でございます。これは総務費，民生

費，衛生費，農林水産業費，商工費，土木費，消防費，教育費，災害復旧費の３７事業に係る繰

越事業費でございます。事故繰越しは２５９万2,０００円でございます。これは，災害復旧費に

係る事故繰越事業費でございます。不用額は１２億６１０万9,１８０円でございます。主に民生

費，土木費，教育費及び災害復旧費などでございます。 

 ただいまご説明いたしました内容の款項別明細が６ページから１５ページに，また，「地方自

治法」施行令第１６６条第２項に基づきます説明資料としての事項別明細書が４０ページから２

８９ページに，実質収支に関する調書が２９０ページに，財産に関する調書が３６８ページから

３７４ページに記載されておりますので，それぞれご覧いただきたいと存じます。 

 なお，これからご説明申し上げます各特別会計決算書明細欄の収入済歳入額，歳出予算額，支
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出済歳出額につきましては，一般会計と同様の説明となりますので省略をさせていただきます。 

 １６ページ，右側をお開き願います。 

 続きまして，議案第４４号令和２年度常陸太田市国民健康保険特別会計歳入歳出決算について

ご説明申し上げます。 

 １７ページをお開き願います。 

 歳入決算額は５２億9,６０６万7,０５８円で，予算額に対します収入率は９9.９％でございま

す。また，歳出決算額は５０億9,８２３万4,７６０円でございます。予算額に対します執行率は

９6.２％でございます。歳入歳出差引残額は１億9,７８３万2,２９８円で，翌年度への繰越額で

ございます。 

 説明欄をご覧ください。 

 歳入でございますが，歳入予算額は５２億9,９８９万6,０００円，調定額は５４億２８２万5,

９０３円で，予算額に対します調定率は１０1.９％でございます。不納欠損額は６４２万６０７

円で，「地方税法」の規定に基づき該当する保険税滞納分を欠損処分したものでございます。収

入未済歳入額は１億３３万8,２３８円で，主に保険税の未納分でございます。 

 歳出でございますが，不用額は２億１６６万1,２４０円で，主に保険給付費及び予備費などで

ございます。なお，款項別明細が１８ページから２１ページに，事項別明細書が２９２ページか

ら３１９ページに，実質収支に関する調書が３２０ページに記載されておりますので，ご覧いた

だきたいと存じます。 

 ２２ページ，右側をお開き願います。 

 次に，議案第４５号令和２年度常陸太田市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算についてご説

明申し上げます。 

 ２３ページをお開き願います。 

 歳入決算額は８億1,４２４万5,６３８円で，予算額に対します収入率は９8.４％でございます。

また，歳出決算額は８億1,２７９万4,６００円で，予算額に対します執行率は９8.２％でござい

ます。歳入歳出差引残額１４５万1,０３８円は翌年度への繰越額でございます。 

 説明欄をご覧ください。 

 歳入でございますが，歳入予算額は８億2,７６３万4,０００円，調定額は８億1,６４７万6,３

８８円で，予算額に対します調定率は９8.７％でございます。不納欠損額３０万２００円は「高

齢者の医療の確保に関する法律」の規定に基づき，該当する保険料滞納分を欠損処分したもので

ございます。収入未済歳入額１９３万５５０円は，保険料の未納分でございます。 

 歳出でございますが，不用額は1,４８３万9,４００円で，主に後期高齢者医療広域連合納付金

及び予備費等でございます。なお，款項別明細が２４ページから２７ページに，事項別明細書が

３２２ページから３２９ページに，実質収支に関する調書が３３０ページに記載されております

のでご覧いただきたいと存じます。 

 ２８ページ，右側をお開き願います。 

 次に，議案第４６号令和２年度常陸太田市介護保険特別会計歳入歳出決算についてご説明申し
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上げます。 

 ２９ページをお開き願います。 

 歳入決算額は６０億6,６０２万2,７１１円で，予算額に対します収入率は１０0.４％でござい

ます。歳出決算額は５９億２０３万８６円で，予算額に対します執行率は９7.７％でございます。

歳入歳出差引残額１億6,３９９万2,６２５円は翌年度への繰越額でございます。 

 説明欄をご覧ください。 

 歳入でございますが，歳入予算額は６０億4,３３０万9,０００円，調定額は６０億7,６０６万

1,９２１円で，予算額に対します調定率は１０0.５％でございます。不納欠損額２０２万8,６０

６円は，「介護保険法」の規定に基づき，該当する保険料を欠損処分したものでございます。収

入未済歳入額８０１万６０４円は，保険料などの未納分でございます。 

 歳出でございますが，不用額は１億4,１２７万8,９１４円で，主に保険給付費，地域支援事業

費及び予備費等でございます。 

 なお，款項別明細が３０ページから３５ページに，事項別明細書が３３２ページから３６５ペ

ージに，実質収支に関する調書が３６６ページに記載されておりますので，ご覧いただきたいと

存じます。 

 なお，地方自治法第２３３条第５項の規定により提出が求められております各会計の主要な施

策の成果を説明する書類につきましては，別冊令和２年度一般会計特別会計決算に係る主要な施

策の成果報告書をご覧いただきたいと存じます。 

 以上で，議案第４３号から議案第４６号の令和２年度常陸太田市一般会計並びに特別会計の歳

入歳出決算につきましての説明を終わります。ご審議のほど，よろしくお願い申し上げます。 

○川又照雄議長 上下水道部長。 

〔畠山卓也上下水道部長 登壇〕 

○畠山卓也上下水道部長 提案者に代わりまして，議案第４７号から議案第５０号までの４件に

ついてご説明申し上げます。 

 恐れ入りますが，別冊横長の議案書，令和２年度常陸太田市公営企業会計決算書を１枚おめく

り願います。 

 議案第４７号から議案第５０号につきましては，令和２年度常陸太田市水道事業会計剰余金の

処分及び決算の認定，常陸太田市工業用水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定，常陸太田市

簡易水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定並びに常陸太田市下水道事業等会計剰余金の処分

及び決算の認定につきまして，「地方公営企業法」第３２条第２項の規定に基づきまして，令和

２年度常陸太田市水道事業会計決算，常陸太田市工業用水道事業会計決算，常陸太田市簡易水道

事業会計決算及び常陸太田市下水道事業等会計決算に伴う剰余金を，剰余金処分計算書（案）の

とおり処分し，併せて同法第３０条第４項の規定に基づきまして，令和２年度常陸太田市水道事

業会計，常陸太田市工業用水道事業会計，常陸太田市簡易水道事業会計並びに常陸太田市下水道

事業等会計決算を別紙監査委員の意見を付けて議会の認定に付するものでございます。 

 初めに，議案第４７号令和２年度常陸太田市水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定につい
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てご説明申し上げます。 

 恐れ入りますが，１ページをお開き願います。 

 令和２年度常陸太田市水道事業決算報告書の（１）収益的収入及び支出の収入でございます。 

 第１款水道事業収益の予算額合計は１２億４３４万4,０００円で，決算額は１２億５４７万3,

３３５円となり，予算額に対する収入率は１０0.１％となっております。 

 ２ページをお開き願います。 

 支出でございますが，第１款水道事業費用の予算額合計は１１億8,６４３万円で，決算額は１

１億2,８９２万3,４３９円となり，予算額に対する執行率は９5.２％となっております。 

 ３ページをご覧願います。 

 （２）の資本的収入及び支出の収入でございます。 

 第１款資本的収入の予算額合計は２億1,５７８万円で，決算額は１億9,６１４万2,３７０円と

なり，予算額に対する収入率は９0.９％となっております。 

 ４ページをお開き願います。 

 支出でございますが，第１款資本的支出の予算額合計は７億1,４２０万8,０００円で，決算額

は６億8,５９１万4,５３６円となり，予算額に対する執行率は９6.０％となっております。 

 なお，欄外に記載してございますが，資本的収入額が資本的支出額に不足する額４億8,９７７

万2,１６６円につきましては，当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額2,５８９万9,０

００円及び過年度分損益勘定留保資金４億6,３８７万3,１６６円で補塡をいたしました。 

 次に，５ページをご覧願います。 

 令和２年度常陸太田市水道事業損益計算書につきましてご説明申し上げます。 

 初めに，１の営業収益でございますが，（１）の給水収益と（２）のその他の営業収益と合せ

まして，９億7,８１１万6,６８１円でございます。 

 ２の営業費用につきましては，（１）の原水及び浄水費から（５）の資産減耗費まで合わせま

して９億6,００４万5,３９４円で，営業利益は右端の列，上から１行目になりますが，1,８０７

万1,２８７円となっております。 

 ３の営業外収益でございますが，（１）の受取利息及び配当金から（４）の雑収益まで合わせ

まして１億2,８１３万4,８５２円でございます。 

 ４の営業外費用につきましては，（１）の支払利息及び企業債取扱諸費と（２）の雑支出と合

わせまして9,６０５万6,２０７円でございます。その結果，経常利益につきましては，右端の列，

上から３行目になりますが，5,０１４万9,９３２円となりました。 

 その下，５の特別損失でございますが，（１）の固定資産売却損が３万3,６６８円でございま

す。その結果，その下の当年度純利益は，右端の列，下から２行目になりますが，5,０１１万6,

２６４円となっております。その下，前年度繰越利益剰余金が3,０６６万6,３３０円，６ページ

の上から１行目になりますが，その他未処分利益剰余金変動額がゼロ円でございますので，その

下の当年度未処分利益剰余金につきましては，8,０７８万2,５９４円となっております。 

 ７ページをご覧願います。 
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 令和２年度常陸太田市水道事業剰余金計算書でございますが，ここでの説明は省略させていた

だきますので，後ほどご覧置きいただきたいと存じます。 

 ８ページをお開き願います。 

 令和２年度常陸太田市水道事業剰余金処分計算書（案）につきましてご説明申し上げます。 

 右端の列，未処分利益剰余金でございますが，先ほど損益計算書でご説明させていただきまし

た当年度末残高8,０７８万2,５９４円のうち，5,０１１万6,２６４円を今後，老朽化が進みます

水道施設の更新工事などに備えまして，建設改良積立金に積立てることといたしまして，処分後

残高を3,０６６万6,３３０円とするものでございます。 

 ９ページをご覧願います。 

 令和３年３月３１日における貸借対照表でございます。 

 まず，資産の部でございますが，１の固定資産と２の流動資産を合わせました資産合計は，１

０ページの右端の列，上から２行目になりますが，１３３億1,５９４万2,７２１円でございます。 

 次に，負債の部でございますが，３の固定負債，４の流動負債，１１ページの５の繰延収益ま

で合わせました負債合計は，１１ページの右端の列，上から２行目になりますが，７１億８８０

万7,７１２円でございます。 

 次に，資本の部でございますが，６の資本金と７の剰余金を合わせました資本合計は，右端の

列，下から２行目になりますが，６２億７１３万5,００９円で，その下の負債と資本を合わせま

した合計は，１３３億1,５９４万2,７２１円でございます。なお，１５ページから決算附属書類

がございますので，恐れ入りますが，後ほどご覧置きいただきたいと存じます。 

 議案第４７号は以上でございます。 

 続きまして，議案第４８号令和２年度常陸太田市工業用水道事業会計剰余金の処分及び決算の

認定についてご説明申し上げます。 

 恐れ入りますが，３５ページをお開き願います。 

 令和２年度常陸太田市工業用水道事業決算報告書の（１）収益的収入及び支出の収入でござい

ます。第１款工業用水道事業収益の予算額合計は１億７３９万3,０００円で，決算額は9,７５１

万1,７４４円となり，予算額に対する収入率は９0.８％となっております。 

 ３６ページをお開き願います。 

 支出でございますが，第１款工業用水道事業費用の予算額合計は１億６４５万3,０００円で，

決算額は9,３６８万1,４７９円となり，予算額に対する執行率は８8.０％となっております。 

 ３７ページをご覧願います。 

 （２）の資本的収入及び支出の収入でございます。第１款資本的収入の予算額合計は1,８８８

万2,０００円で，決算額は1,１５０万円となり，予算額に対する収入率は６0.９％となっており

ます。 

 ３８ページをお開き願います。 

 支出でございますが，第１款資本的支出の予算額合計は3,１０１万7,０００円で，決算額は2,

３７３万8,５７４円となり，予算額に対する執行率は７6.５％となっております。 
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 なお，欄外に記載してございますが，資本的収入額が資本的支出額に不足する額1,２２３万8,

５７４円につきましては，当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額１０５万8,１８２円

及び過年度分損益勘定留保資金1,１１８万３９２円で補塡をいたしました。 

 次に，３９ページをご覧願います。 

 令和２年度常陸太田市工業用水道事業損益計算書につきましてご説明申し上げます。 

 初めに，１の営業収益でございますが，（１）の給水収益が4,８９６万1,６５０円でございま

す。 

 ２の営業費用につきましては，（１）の原水及び浄水費から（５）の資産減耗費まで合わせま

して8,８９６万６５６円で，営業損失は，右端の列，上から１行目になりますが，3,９９９万9,

００６円となっております。 

 ３の営業外収益でございますが，（１）の受取利息及び配当金から（４）の雑収益まで合わせ

まして4,２７９万4,０５０円でございます。 

 ４の営業外費用につきましては，（１）の支払利息及び企業債取扱諸費が２万2,９６１円でご

ざいます。その結果，その下の経常利益につきましては，右端の列，上から３行目になりますが，

２７７万2,０８３円となり，その下の当年度純利益は，右端の列，上から４行目になりますが，

２７７万2,０８３円となっております。その下，前年度繰越利益剰余金が３７４万3,５９８円，

さらにその下，その他未処分利益剰余金変動額がゼロ円でございますので，その下の，当年度未

処分利益剰余金につきましては，６５１万5,６８１円となっております。 

 ４０ページをお開き願います。 

 令和２年度常陸太田市工業用水道事業剰余金計算書でございますが，ここでの説明は省略させ

ていただきます。後ほどご覧置きいただきたいと存じます。 

 ４１ページをご覧願います。 

 令和２年度常陸太田市工業用水道事業剰余金処分計算書（案）につきましてご説明申し上げま

す。 

 右端の列，未処分利益剰余金でございますが，先ほど損益計算書でご説明させていただきまし

た当年度末残高６５１万5,６８１円のうち，２７７万2,０８３円を，今後の企業債償還に備え減

債積立金に積み立てることといたしまして，処分後残高を３７４万3,５９８円とするものでござ

います。 

 ４２ページをお開き願います。 

 令和３年３月３１日における貸借対照表でございます。まず，資産の部でございますが，１の

固定資産と２の流動資産を合わせました資産合計は，右端の列，下から１行目になりますが，８

億5,３０９万4,３８６円でございます。 

 次に，負債の部でございますが，３の固定負債，４３ページの４の流動負債，５の繰延収益ま

で合わせました負債合計は，４３ページの右端の列，下から２行目になりますが，４億７１５万

１３９円でございます。 

 次に，資本の部でございますが，６の資本金と７の剰余金を合わせました資本合計は，４４ペ
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ージの右端の列，上から２行目になりますが，４億4,５９４万4,２４７円で，その下の負債と資

本を合わせました合計は，８億5,３０９万4,３８６円でございます。なお，４９ページから決算

附属書類がございますので，恐れ入りますが，後ほどご覧置きいただきたいと存じます。 

 議案第４８号は以上でございます。 

 続きまして，議案第４９号令和２年度常陸太田市簡易水道事業会計剰余金の処分及び決算の認

定についてご説明申し上げます。 

 恐れ入りますが，６３ページをお開き願います。 

 令和２年度常陸太田市簡易水道事業決算報告書の（１）収益的収入及び支出の収入でございま

す。第１款簡易水道事業収益の予算額合計は３億5,０６９万4,０００円で，決算額は３億7,４２

６万2,１５３円となり，予算額に対する収入率は１０6.７％となっております。 

 ６４ページをお開き願います。 

 支出でございますが，第１款簡易水道事業費用の予算額合計は３億4,７１１万8,０００円で，

決算額は３億1,７３５万5,８１９円となり，予算額に対する執行率は９1.４％となっております。 

 ６５ページをご覧願います。 

 （２）の資本的収入及び支出の収入でございます。第１款資本的収入の予算額合計は１億3,０

４２万9,０００円で，決算額は１億1,６５５万9,７８６円となり，予算額に対する収入率は８9.

４％となっております。 

 ６６ページをお開き願います。 

 支出でございますが，第１款資本的支出の予算額合計は１億7,０１９万9,０００円で，決算額

は１億5,１０３万6,３０６円となり，予算額に対する執行率は８8.７％となっております。 

 なお，欄外に記載してございますが，資本的収入額が資本的支出額に不足する額3,４４７万6,

５２０円につきましては，過年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額２０２万２２３円，

当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額１２５万2,６６９円及び過年度分損益勘定留保

資金3,１２０万3,６２８円で補塡をいたしました。 

 次に，６７ページをご覧願います。 

 令和２年度常陸太田市簡易水道事業損益計算書につきましてご説明申し上げます。 

 初めに，１の営業収益でございますが，（１）の給水収益と（２）のその他の営業収益と合わ

せまして１億７５５万7,２６０円でございます。 

 ２の営業費用につきましては，（１）の原水及び浄水費から（５）の資産減耗費まで合わせま

して２億9,６２３万8,２８５円で，営業損失は，右端の列，上から１行目になりますが，１億8,

８６８万1,０２５円となっております。 

 ３の営業外収益でございますが，（１）の受取利息及び配当金から（４）の雑収益まで合わせ

まして２億4,８４９万4,３７６円でございます。 

 ４の営業外費用につきましては，（１）の支払利息及び企業債取扱諸費と（２）の雑支出と合

わせまして1,１６２万９１４円でございます。その結果，その下の経常利益につきましては，右

端の列，上から３行目になりますが，4,８１９万2,４３７円となり，その下，当年度純利益は，
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右端の列，上から４行目になりますが，4,８１９万2,４３７円となっております。その下の前年

度繰越利益剰余金が2,０７９万8,５５３円，さらに，その下のその他未処分利益剰余金変動額が

ゼロ円でございますので，その下の当年度未処分利益剰余金は6,８９９万９９０円となっており

ます。 

 ６８ページをお開き願います。 

 令和２年度常陸太田市簡易水道事業剰余金計算書でございますが，ここでの説明は省略とさせ

ていただきますので，後ほどご覧おきいただきたいと存じます。 

 ６９ページをご覧願います。 

 令和２年度常陸太田市簡易水道事業剰余金処分計算書（案）につきましてご説明申し上げます。 

 右端の列，未処分利益剰余金でございますが，先ほど損益計算書でご説明させていただきまし

た当年度末残高6,８９９万９９０円のうち4,８１９万2,４３７円を，今後の企業債償還に備えま

して減債積立金に積み立てることといたしました。処分後残高を2,０７９万8,５５３円とするも

のでございます。 

 ７０ページをお開き願います。 

 令和３年３月３１日における貸借対照表でございます。 

 まず，資産の部でございますが，１の固定資産と２の流動資産を合わせました資産合計は，７

１ページの右端の列，上から２行目になりますが，２６億６６９万2,８０８円でございます。 

 次に，負債の部でございますが，３の固定負債，４の流動負債，７２ページの５の繰延収益ま

で合わせました負債合計は，７２ページ右端の列，上から２行目になりますが，２３億3,３２８

万4,００５円でございます。 

 次に，資本の部でございますが，６の資本金と７の剰余金を合わせました資本合計は，７２ペ

ージの右端の列，下から２行目になりますが，２億7,３４０万8,８０３円で，その下の負債と資

本を合わせました合計は２６億６６９万2,８０８円でございます。 

 なお，７５ページから決算附属書類がございますので，恐れ入りますが，後ほどご覧置きいた

だきたいと存じます。 

 議案第４９号は以上でございます。 

 続きまして，議案第５０号令和２年度常陸太田市下水道事業等会計剰余金の処分及び決算の認

定についてご説明申し上げます。 

 恐れ入りますが，９３ページをお開き願います。 

 令和２年度常陸太田市下水道事業等決算報告書の（１）収益的収入及び支出の収入でございま

す。第１款下水道事業等収益の予算額合計は１８億6,９３９万4,０００円で，決算額は１９億3,

９０９万1,７３１円となり，予算額に対する収入率は１０3.７％となっております。 

 ９４ページをお開き願います。 

 支出でございますが，第１款下水道事業等費用の予算額合計は１６億1,６３６万1,０００円で，

決算額は１５億2,９２８万3,９９７円となり，予算額に対する執行率は９4.６％となっておりま

す。 
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 ９５ページをご覧願います。 

 （２）の資本的収入及び支出の収入でございます。第１款資本的収入の予算額合計は１３億4,

３４２万2,０００円で，決算額は１１億2,０６２万9,４７８円となり，予算額に対する収入率は

８3.４％となっております。 

 ９６ページをお開き願います。 

 支出でございますが，第１款資本的支出の予算額合計は１６億5,４９１万8,０００円で，決算

額は１４億4,０５４万3,７８５円となり，予算額に対する執行率は８7.０％となっております。 

 なお，欄外に記載してございますが，資本的収入額が資本的支出額に不足する額３億1,９９１

万4,３０７円につきましては，過年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額２７９万8,９０

６円，当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額７４２万4,３５９円，過年度分損益勘定

留保資金１億2,８８９万8,５８１円及び当年度分損益勘定留保資金１億8,０７９万2,４６１円で

補塡をいたしました。 

 次に，９７ページをご覧願います。 

 令和２年度常陸太田市下水道事業等損益計算書につきましてご説明申し上げます。 

 初めに，１の営業収益でございますが，（１）の下水道使用料から（３）のその他の営業収益

まで合わせまして，４億6,０７５万6,００６円でございます。 

 ２の営業費用につきましては，（１）の管渠費から（７）の資産減耗費まで合わせまして１３

億2,４５５万7,１７７円で，営業損失は，右端の列，上から１行目になりますが，８億6,３８０

万1,１７１円となっております。 

 ３の営業外収益でございますが，（１）の受取利息及び配当金から（５）の雑収益まで合わせ

まして，１４億1,８４３万5,３３９円でございます。 

 ４の営業外費用につきましては，（１）の支払利息及び企業債取扱諸費と（２）の雑支出と合

わせまして，１億7,６５５万6,５５６円でございます。その結果，その下の経常利益につきまし

ては，右端の列，下から１行目になりますが，３億7,８０７万7,６１２円となり，９８ページ，

１行目の当年度純利益は３億7,８０７万7,６１２円となっております。その下，前年度繰越利益

剰余金が4,７２３万1,１８３円，さらにその下，その他未処分利益剰余金変動額がゼロ円でござ

いますので，その下の当年度未処分利益剰余金につきましては，４億2,５３０万8,７９５円とな

っております。 

 ９９ページをご覧願います。 

 令和２年度常陸太田市下水道事業等剰余金計算書でございますが，ここでの説明は省略とさせ

ていただきます。後ほどご覧置きいただきたいと存じます。 

 １００ページをお開き願います。 

 令和２年度常陸太田市下水道事業等剰余金処分計算書（案）につきましてご説明申し上げます。 

 右端の列，未処分利益剰余金でございますが，先ほど損益計算書でご説明させていただきまし

た当年度末残高４億2,５３０万8,７９５円のうち，３億4,１３３万５５２円を今後の企業債償還

に備えまして減債積立金に積立てることといたしました。処分後残高を8,３９７万8,２４３円と
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するものでございます。 

 １０１ページをご覧願います。 

 令和３年３月３１日における貸借対照表でございます。 

 まず，資産の部でございますが，１の固定資産と１０２ページの２の流動資産を合わせました

資産合計は，１０２ページの右端の列，上から２行目になりますが，２６２億2,３５５万4,０３

７円でございます。 

 次に，負債の部でございますが，３の固定負債，４の流動負債，１０３ページの５の繰延収益

まで合わせました負債合計は，１０３ページの右端の列，上から３行目になりますが，２２４億

5,６４７万4,０６９円でございます。 

 次に，資本の部でございますが，６の資本金と７の剰余金を合わせました資本合計は，１０３

ページの右端の列，下から２行目になりますが，３７億6,７０７万9,９６８円で，その下の負債

と資本を合わせました合計は２６２億2,３５５万4,０３７円でございます。なお，１０７ページ

から決算附属書類がございますので，恐れ入りますが，後ほどご覧置きいただきたいと存じます。 

 議案第４７号から議案第５０号について，私からの説明は以上でございます。ご審議のほど，

よろしくお願いいたします。 

○川又照雄議長 説明は終わりました。 

 この際，監査委員より決算審査の結果について報告を求めます。江幡監査委員。 

〔江幡治監査委員 登壇〕 

○江幡治監査委員 令和２年度の決算審査の経過と結果についてご報告をいたします。 

 初めに，一般会計及び特別会計の決算並びに基金の運用状況について申し上げます。 

 この決算審査は，「地方自治法」第２３３条第２項及び第２４１条第５項の規定に基づき実施

をいたしました。審査の対象としました決算及び書類につきましては，お手元の審査意見書の１

ページに，（１）から（３）の３項目に分けて記載をしております。 

 第１項目は，一般会計，国民健康保険特別会計，後期高齢者医療特別会計，介護保険特別会計，

以上４会計の歳入歳出決算でございます。 

 第２項目は，政令で定める書類でありまして，一般会計及び各特別会計それぞれの歳入歳出決

算事項別明細書，実質収支に関する調書並びに財産に関する調書でございます。 

 第３項目は，奨学基金，印紙等購入基金及び肉用牛特別導入事業基金について，その運用状況

を審査するための基金運用状況調書でございます。 

 決算の審査に当たりましては，一般会計及び各特別会計歳入歳出決算書並びに政令で定める書

類等につきまして，関係諸帳簿，証書類を照査し，定期監査及び例月現金出納検査等の結果を参

考にしながら，決算の計数の正確性あるいは収入支出の合理性についての確認を行い，併せて関

係課職員からの聴取や説明を受け，審査を行いました。基金の運用状況につきましては，基金運

用状況調書，関係諸帳簿により，決算書及び政令で定められた書類の審査に準じて審査を行いま

した。 

 審査に付されました各会計の歳入歳出決算書，政令で定める書類は，いずれも関係法令に準拠
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して作成されており，計数は関係諸帳簿，証書類を照査した結果，それぞれ符合しており，正確

であることを認めました。また，基金につきましても，条例の目的に沿って適正に運用されてお

り，関係諸帳簿と符合し，計数的にも正確であることを認めました。 

 続きまして，公営企業会計の決算審査の経過と結果についてご報告をいたします。 

 この審査は，「地方公営企業法」第３０条第２項の規定に基づき実施をいたしました。 

 審査の対象は，水道事業会計，工業用水道事業会計，簡易水道事業会計，下水道事業等会計，

以上４会計の決算でございます。 

 審査に付されました書類は，決算書として決算報告書，財務諸表として損益計算書，剰余金計

算書，剰余金処分計算書及び貸借対照表，さらに決算附属書類として事業報告書，キャッシュ・

フロー計算書，収益費用明細書，固定資産明細書及び企業債明細書でございます。これらの書類

が「地方公営企業法」その他関係法令に準拠して適正に表示されているかどうか，経営状況及び

財政状況が適正に表示されているかどうかについて審査を行いました。 

 その結果，審査に付されました決算報告書，財務諸表，その他の書類は，関係法令に準拠して

作成され，かつ計数は正確で，経営状況及び財政状況は適正に表示されていることを認めました。 

 以上，一般会計，各特別会計，公営企業会計の決算審査の概要について申し上げました。詳細

につきましては，それぞれの審査意見書をご覧いただきたいと思います。 

○川又照雄議長 報告は終わりました。 

            ─────────────────── 

 日程第５ 議案第５１号ないし議案第５４号 

○川又照雄議長 次，日程第５，議案第５１号令和３年度常陸太田市一般会計補正予算（第４号）

について，議案第５２号令和３年度常陸太田市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）につい

て，議案第５３号令和３年度常陸太田市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について，

議案第５４号令和３年度常陸太田市介護保険特別会計補正予算（第１号）について，以上４件を

一括議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。総務部長。 

〔綿引誠二総務部長 登壇〕 

○綿引誠二総務部長 提案者に代わりましてご説明いたします。 

 恐れ入りますが，別冊横長の議案書，令和３年第３回常陸太田市議会定例会補正予算書をご覧

願います。１枚おめくり願います。 

 議案第５１号は，令和３年度常陸太田市一般会計補正予算（第４号）でございます。 

 １ページをお開き願います。 

 第１条で歳入歳出予算の総額にそれぞれ６億９６８万9,０００円を追加し，総額を２５５億6,

３５１万2,０００円とするものでございます。第２条で債務負担行為，第３条で地方債の補正を

行っております。 

 主な補正内容につきましては，事項別明細書によりご説明いたします。 

 恐れ入りますが，９ページをお開き願います。 
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 歳入でございます。 

 １段目の１０款地方特例交付金及び２段目の１１款地方交付税の補正につきましては，いずれ

も交付額の確定によるものでございます。 

 ３段目の１３款１項３目衛生費負担金及び４段目の１５款１項２目衛生費国庫負担金並びに，

１つ飛ばしまして，６段目の１６款１項２目衛生費県負担金の補正につきましては，歳出予算で

補正をいたします養育医療給付費の財源として，合わせまして１２６万6,０００円を追加するも

のでございます。 

 恐れ入りますが，５段目にお戻りいただき，１５款２項１目総務費国庫補助金９６５万7,００

０円の補正につきましては，今回の補正の財源として交付されます新型コロナウイルス感染症対

応地方創生臨時交付金を追加するものでございます。 

 同款同項３目衛生費国庫補助金及び最下段の１６款２項３目衛生費県補助金の補正につきまし

ては，歳出予算で補正いたします新型コロナウイルスワクチン接種体制整備事業費の財源として，

合わせまして7,８７９万7,０００円を追加するものでございます。 

 １０ページをお開き願います。 

 １段目の１９款１項特別会計繰入金の補正につきましては，１目後期高齢者医療特別会計繰入

金及び２目介護保険特別会計繰入金，いずれも令和２年度決算額の確定により一般会計への精算

金を補正するものでございます。 

 ３段目の２０款繰越金の補正につきましては，令和２年度決算剰余金を今年度歳入へ編入する

ため，前年度繰越しとして１０億6,０７１万5,０００円を追加するものでございます。 

 恐れ入りますが，２段目にお戻りいただき，１９款２項基金繰入金の補正につきましては，先

ほどご説明いたしました令和２年度決算剰余金を今年度歳入へ編入することに伴い，財政調整基

金及び減債基金繰入金を合わせまして５億4,００６万3,０００円減額するものでございます。 

 ４段目の２１款４項３目雑入の補正につきましては，昨年度設立しました山田地区コミュニテ

ィの備品購入費の財源といたしまして，自治総合センターから交付されますコミュニティ助成金

１００万円を追加するものでございます。 

 ２２款につきましては，後ほど第２条でご説明させていただきます。 

 続きまして，歳出でございますが，新型コロナウイルス感染症対策事業に係る補正につきまし

ては，後ほど別紙資料により一括して説明させていただき，それ以外の一般の補正につきまして，

補正予算書によりご説明いたします。 

 なお，今回の補正は，各費目にわたりまして職員の定期人事異動及び会計年度任用職員の任用

決定に伴う人件費の増減がございますが，これらにつきましては，恐れ入りますが，説明を割愛

し，主要な事項について説明をさせていただきます。 

 １１ページをご覧願います。 

 中段の２款１項３目財政管理費の補正につきましては，「地方財政法」に基づく歳計剰余金の

積立てといたしまして実質収支の２分の１，６億5,５３５万8,０００円を財政調整基金へ積み立

てるものでございます。 
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 １２ページをお開き願います。 

 下段の２款４項３目市長選挙費の補正につきましては，事業費確定に伴い，１節報償費から１

４ページの１８節負担金補助及び交付金まで，合わせまして2,５５９万2,０００円を減額するも

のでございます。 

 １６ページをお開き願います。 

 上段は，款項目の記載はございませんが，３款２項１目児童福祉総務費でございます。１９節

扶助費の補正につきましては，養育医療給付費の支給対象者が見込みよりも増加したことに伴い，

１５８万1,０００円を追加するものでございます。 

 恐れ入りますが，少し飛びまして，２２ページをお開き願います。２２ページでございます。 

 下段の１１款１項公債費の補正につきましては，前年度市債の借入額確定及び過去に借入れた

市債の利率見直しに伴い減額するものでございます。 

 一般分の補正につきましては以上でございます。 

 恐れ入りますが，別途資料をご覧願います。 

 Ａ３縦長の資料，令和３年第３回市議会定例会議案第５１号資料，一般会計補正予算（第４号）

における新型コロナウイルス感染症対策事業概要でございます。 

 １は子育て世帯向け支援事業で，修学旅行中止に伴う旅行契約取消料支援でございます。予算

措置は，９款３項２目教育振興費に１８節負担金補助及び交付金８３万7,０００円を追加するも

のでございます。財源は，新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用いたします。 

 事業内容でございますが，新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響により，市立中学校にお

いて修学旅行を中止したことに伴い発生しました旅行契約取消料を補助するものでございます。

対象者は，市立中学校生徒の保護者３７０名でございます。 

 ２は事業者向け支援事業で，高速バス事業者支援でございます。予算措置は２款１項１４目交

通対策費に１８節負担金補助及び交付金６５７万円を追加するものでございます。財源は，新型

コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用いたします。 

 事業内容でございますが，新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響により売上が減少となり

ました高速バス事業者を対象といたしまして，支援金を支給するものでございます。対象者は，

本年４月から７月までの間に，売上が令和元年同月比で５０％以上の減少となった月のある高速

バス事業者でございまして，支給額はバスを運行した日１日当たり上限として１万8,０００円。

なお，この額は１往復にかかる運航経費の３分の１相当額に当たるものでございます。支給対象

期間は本年４月から令和４年３月まで，事業の開始時期は，この議決後，速やかに開始するもの

とし，９月中を見込んでございます。 

 次の３は指定管理者運営支援事業でございます。予算措置は５款１項３目農林振興費及び６款

１項４目観光費に１８節負担金補助及び交付金，合わせまして２２５万円を追加するものでござ

います。財源は新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用いたします。 

 事業内容でございますが，新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響により，収入が減少とな

りました公共施設の指定管理者に対し，支援金を支給いたしまして運営を支援するものでござい
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ます。対象者は，経費縮減を図ったにもかかわらず，令和２年度下半期の収入が令和元年度下半

期と比較しまして減少し，かつ令和２年度の収支が赤字である施設のご覧の（１）から（４）ま

での指定管理者４者でございまして，支援額は収入減少率に応じ，２５万円から１００万円とし，

支援金よりも令和２年度収支における赤字額のほうが小さい場合は，その額とするものでござい

ます。 

 ４はワクチン接種体制の整備でございます。予算措置は４款１項１目保健衛生総務費に３節職

員手当等及び４款１項２目予防費に１０節需用費から１８節負担金補助及び交付金まで，合わせ

まして7,８７９万7,０００円を追加するものでございます。財源は厚生労働省の新型コロナウイ

ルスワクチン接種事業費国庫負担金，接種体制確保事業費国庫補助金及び茨城県の新型コロナウ

イルス感染症緊急包括支援交付金を活用いたします。 

 事業内容でございますが，高齢者以外向けワクチン接種を推進するため，接種体制を整備する

ものでございます。集団接種時に使用する医薬材料等を購入するとともに，コールセンター設置

及び時間外・休日に集団接種会場へ医師等を派遣した医療機関へ人件費相当補助を継続するもの

でございます。最下段，合計でございますが，ただいま申し上げました４つの事業に8,８４５万

4,０００円を追加いたします。 

 歳出は以上でございます。 

 恐れ入りますが，補正予算書にお戻り願います。５ページでございます。 

 第２表は債務負担行為補正でございます。 

 １の追加でございますが，認定こども園通園バス運転業務及び運行業務につきましては，いず

れも事業者が来年４月から業務を請け負うに当たりまして，運輸局から特定旅客自動車運送事業

の許可を取得する期間として４か月程度を確保する必要がありますことから，今回，債務の負担

を行うものでございます。 

 ６ページをお開き願います。 

 第３表は地方債補正でございます。 

 １の変更でございますが，過疎対策事業債につきましては，さとみこども園空調設備更新及び

大里ふれあい広場野球場整備の財源として，4,４４０万円を追加して３億8,４５０万円に，臨時

財政対策債につきましては，発行可能額の確定により２億8,８４０万円を減額いたしまして，７

億1,１６０万円に，合わせまして，限度額合計を左側の２２億4,０７０万円から右側の１９億9,

６７０万円に減額するものでございます。 

 議案第５１号は以上でございます。 

 続きまして，議案第５２号令和３年度常陸太田市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）で

ございます。 

 １ページをお開き願います。 

 第１条で歳入歳出予算の総額にそれぞれ１億7,０００円を追加し，総額を５３億3,５３８万4,

０００円とするものでございます。 

 主な補正内容につきましては，事項別明細書によりご説明いたします。 
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 恐れ入りますが，６ページをお開き願います。 

 歳入でございます。 

 １段目の４款１項１目保険給付費等交付金の補正につきましては，今回の歳出予算の増額補正

に伴いまして５０万円を増額するものでございます。 

 ２段目の６款１項１目一般会計繰入金の補正につきましては，職員の定期人事異動に伴うもの

でございます。 

 ３段目の同款２項１目支払準備基金繰入金の補正につきましては，歳入歳出の予算調整による

減額でございます。 

 最下段の７款繰越金の補正につきましては，令和２年度決算による繰越金の確定に伴うもので

ございます。 

 歳入は以上でございます。 

 ７ページをご覧願います。 

 歳出でございます。 

 １段目の１款１項１目一般管理費，及び２段目の同款２項１目徴税総務費の補正につきまして

は，職員の定期人事異動に伴うものでございます。 

 ３段目の２款２項３目一般被保険者高額介護合算療養費の補正につきましては，支給世帯の増

加に伴い５０万円を増額するものでございます。 

 最下段の６款基金積立金の補正につきましては，令和２年度決算繰越しに伴いまして9,８９１

万7,０００円を支払準備基金へ積み立てるものでございます。 

 議案第５２号は以上でございます。 

 続きまして，議案第５３号でございます。令和３年度常陸太田市後期高齢者医療特別会計補正

予算（第１号）でございます。 

 １ページをお開き願います。 

 第１条で歳入歳出予算の総額にそれぞれ５８万1,０００円を追加し，総額を８億4,３５６万2,

０００円とするものでございます。詳細につきましては，事項別明細書によりご説明いたします。 

 恐れ入りますが，６ページをお開き願います。 

 歳入でございます。 

 １段目の３款繰入金の補正につきましては，職員の定期人事異動に伴うものでございます。 

 ２段目の４款繰越金の補正につきましては，令和２年度決算に伴うものでございます。 

 最下段の５款諸収入の補正につきましては，歳出予算において支出いたします保険料還付金に

ついて，後期高齢者医療広域連合から増額分として交付されます２６万円を追加するものでござ

います。 

 歳入は以上でございます。 

 ７ページをご覧願います。 

 歳出でございます。 

 １段目の１款総務費の補正につきましては，職員の定期人事異動に伴うものでございます。 
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 ２段目の３款１項１目保険料還付金の補正につきましては，資格喪失者等への保険料還付金に

不足が見込まれますことから，２６万円を増額するものでございます。 

 ３段目の同款２項１目一般会計繰出金の補正につきましては，令和２年度の事務費繰入金精算

に伴うものでございます。 

 最下段の４款予備費の補正につきましては，歳入歳出予算の予算調整に伴うものでございます。 

 議案第５３号は以上でございます。 

 続きまして，議案第５４号は，令和３年度常陸太田市介護保険特別会計補正予算（第１号）で

ございます。 

 １ページをお開き願います。 

 第１条で，歳入歳出予算の総額にそれぞれ１億1,００８万3,０００円を追加いたしまして，総

額を６２億5,２２２万9,０００円とするものでございます。 

 主な補正内容につきましては，事項別明細書によりご説明いたします。 

 恐れ入りますが，６ページをお開き願います。 

 歳入でございます。 

 １段目の３款２項７目介護保険事業費補助金の補正につきましては，歳出予算で補正いたしま

す制度改正に伴う介護保険給付管理システムの改修に係る経費の財源といたしまして，３２万9,

０００円を追加するものでございます。 

 ２段目の４款１項２目地域支援事業支援交付金の補正につきましては，令和２年度の実績によ

る交付金の確定に伴うものでございます。 

 ３段目の７款１項５目その他一般会計繰入金の補正につきましては，職員の定期人事異動に伴

うものでございます。 

 ４段目の同款２項１目支払準備基金繰入金の補正につきましては，歳入歳出の予算調整による

減額でございます。 

 最下段の８款繰越金の補正につきましては，令和２年度決算による繰越金の確定に伴うもので

ございます。 

 ７ページをご覧願います。 

 歳出でございます。 

 １段目の１款１項１目一般管理費における２節給料から４節共済費に係る補正につきましては，

職員の定期人事異動に伴うものでございます。１２節委託料の補正につきましては，制度改正に

伴う介護保険給付管理システム改修のため４９万9,０００円を追加するものでございます。 

 ２段目の同款３項１目介護認定審査会費の補正につきましては，職員の定期人事異動に伴うも

のでございます。 

 最下段の６款基金積立金の補正につきましては，令和２年度決算繰越に伴いまして1,３０２万

4,０００円を支払準備基金へ積み立てるものでございます。 

 ８ページをお開き願います。 

 １段目の８款１項２目償還金及び２段目の同款２項１目一般会計繰出金の補正につきましては，
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令和２年度決算に伴う国県支出金及び支払基金交付金並びに一般会計繰出金について精算するも

のでございます。 

 議案第５４号は以上でございます。 

 補正予算に係る私からの説明は以上でございます。ご審議のほど，よろしくお願い申し上げま

す。 

○川又照雄議長 説明は終わりました。 

            ─────────────────── 

○川又照雄議長 以上で本日の議事は議了いたしました。 

 次回は９月７日定刻より本会議を開きます。 

 本日はこれにて散会いたします。 

午後０時０２分散会 


